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ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
学
校
や
家
庭
で
は
経
験
で
き
な
い
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
。
今
回
は
鹿
島
神
宮
武
徳
殿
で

日
々
稽
古
に
励
む
鹿
嶋
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

剣
道
×
市
議
会

武道としての剣道を 大切に
剣道で培う思いやりと、武道の心
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活動日：毎週月・水・土曜日19:00～20:30
場　所：鹿島神宮
対　象：幼稚園・保育園年長～中学生（男女）

団員
募集

鹿島神宮 小林さん・小池さん
0299－82－1209

申 し 込 み
問い合わせ

議
鹿
嶋
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
設
立
の
き
っ
か
け
は
？

　

昭
和
43
年
の
剣
道
教
室
が
始
ま

り
で
す
。

　

過
去
に
は
小
学
校
の
体
育
館
を

借
り
て
稽
古
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
今
で
は
こ
の
立
派

な
道
場
で
日
々
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。
現
在
、
就
学
前
の
年
長
者

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
34
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
一
時
は
10
人

を
切
る
く
ら
い
ま
で
減
少
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
広
報
な
ど

で
募
集
し
、
市
外
か
ら
も
小
学
生

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

議
床
が
跳
ね
て
い
ま
す
ね

　

床
に
は
バ
ネ
が
入
っ
て
い
て
、
足

を
痛
め
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
御
用
材
は
神
宮
の
森
の
木
を

使
用
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

議
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
上

で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

指
導
は
、
鹿
島
神
宮
道
場
十
徳

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
思
い
や
り

が
あ
り
、
人
の
痛
み
が
わ
か
る
こ

と
を
学
ん
で
も
ら
う
。
長
い
歴
史

の
中
で
こ
の
道
場
出
身
の
社
会
人

が
指
導
者
と
な
っ
て
戻
っ
て
き
て

い
る
の
は
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

た
だ
、
指
導
者
は
何
人
も
い
ま
す

が
、
指
導
を
一
貫
さ
せ
て
、
教
わ

る
子
ど
も
た
ち
が
迷
わ
な
い
よ
う
、

４
人
の
指
導
者
に
限
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
齢
層
ご
と
に
目
標
・

課
題
を
決
め
て
指
導
方
針
を
変
え

て
い
ま
す
。

議
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
の

苦
労
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

　

防
具
や
稽
古
着
な
ど
も
リ
ー
ス

や
お
下
が
り
を
活
用
す
る
な
ど
節

約
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
島
神
宮
、
明
治
神
宮
、

乃
木
神
社
、
日
光
東
照
宮
、
鶴
岡

八
幡
宮
の
５
つ
の
神
社
が
毎
年
持

ち
回
り
で
神
社
剣
道
錬
成
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
日
光
で
の
真

冬
の
稽
古
で
は
、
零
下
十
数
度
の

中
の
稽
古
で
厳
し
か
っ
た
で
す
。

議
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え

て
く
だ
さ
い

　

全
国
大
会
が
あ
り
、
そ
れ
を
大

き
な
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
日
々
の
稽
古
で
は
、
き
ち

ん
と
す
り
足
が
で
き
る
か
、
大
き

な
声
を
出
せ
る
か
な
ど
の
基
本
か

ら
稽
古
し
て
い
ま
す
。
夏
は
土
用

稽
古
、
冬
は
寒
稽
古
な
ど
で
皆
勤

賞
な
ど
を
設
け
て
、
勝
ち
負
け
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
一
生
懸
命
悔
い
の
な

い
試
合
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
剣
道
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
武

道
と
し
て
の
剣
道
を
大
事
に
、
鹿

島
神
宮
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど

神
宮
道
場
の
特
徴
を
生
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

武道としての剣道を 大切に
剣道で培う思いやりと、武道の心



９月
議会

こんなことが決まりました
　８月29日～９月20日の23日間、令和元年第３回定例会が開催されま
した。市長から35件の議案が提出されたほか、委員会から２件の議案
と２件の意見書が提出されました。議決結果は次のとおりです。
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議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　果
市長から提出された議案　35件
議 案 第 40 号 令和元年度鹿嶋市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
議 案 第 41 号 令和元年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議 案 第 42 号 令和元年度鹿嶋市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議 案 第 43 号 令和元年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議 案 第 44 号 鹿嶋市大野潮騒はまなす公園条例 原案可決
議 案 第 45 号 鹿嶋市特別用途地区における建築物の制限に関する条例 原案可決
議 案 第 46 号 鹿嶋市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 47 号 鹿嶋市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 48 号 鹿嶋市印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 49 号 鹿嶋市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 50 号 鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市平井東部土地区画整理事業施行規程に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 51 号 鹿嶋市行政財産の使用料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 52 号 鹿嶋市火葬場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 53 号 鹿嶋市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 54 号 鹿嶋市農水産物直売所施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 55 号 鹿嶋市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 56 号 鹿嶋市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 57 号 鹿嶋市営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 58 号 鹿嶋市道路占用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 59 号 鹿嶋市公共物管理条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 60 号 鹿嶋市下水道条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 61 号 鹿嶋市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 62 号 鹿嶋勤労文化会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 63 号 鹿嶋市立小学校及び中学校のスポーツ施設の開放に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 64 号 鹿嶋市運動施設条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 65 号 鹿嶋市立公民館の設置、管理及び職員に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 66 号 鹿嶋市まちづくり市民センター及び地区まちづくりセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 67 号 鹿嶋市水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 68 号 鹿嶋市大野区域水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決
議 案 第 69 号 損害賠償の額を定め、和解することについて 原案可決
諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任
認 定 第 １ 号 平成30年度鹿嶋市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定
認 定 第 ２ 号 平成30年度鹿嶋市下水道事業会計決算認定について 原案認定
認 定 第 ３ 号 平成30年度鹿嶋市水道事業会計決算認定について 原案認定
認 定 第 ４ 号 平成30年度鹿嶋市大野区域水道事業会計決算認定について 原案認定
委員会が提出した議案　４件
第 ４ 号 議 案 市長の専決処分事項の指定 原案可決
第 ５ 号 議 案 市内事業者に向けたオリンピックへの取り組みに関する講演会等開催の要望書 原案可決
意見書第３号 教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書 原案可決
意見書第４号 台風15号による農業施設及び農作物被害に対する支援を求める意見書 原案可決
議会へ提出された請願　１件
令和元年請願第２号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願 採択
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台
風
15
号
の
被
害
を
受
け

て
、
国
・
県
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

■
台
風
15
号
に
よ
る
農
業
施
設
及

び
農
作
物
被
害
に
対
す
る
支
援
を

求
め
る
意
見
書

　

令
和
元
年
９
月
９
日
に
本
市
を

通
過
し
た
台
風
15
号
で
被
災
さ
れ

た
農
家
の
方
々
が
営
農
意
欲
を
失

わ
ず
一
日
も
早
く
経
営
再
建
で
き

る
よ
う
、
以
下
の
と
お
り
特
段
の

措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

①
市
と
と
も
に
県
・
国
は
連
携
し
、

早
期
復
旧
の
た
め
に
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
迅
速
か
つ
弾
力
的

な
対
応
を
行
う
こ
と
。

②
被
災
農
家
に
対
し
、
県
・
国
は

農
業
経
営
安
定
に
資
す
る
よ
う
、

必
要
と
な
る
財
政
支
援
を
は
じ

め
総
合
的
な
支
援
策
を
検
討
・

実
施
す
る
こ
と
。
特
に
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
施
設
に
お
い
て
は
、

甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
早
急
な
復
旧
の
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

【
提
出
先
】

茨
城
県
知
事
、
農
林
水
産
大
臣
、

財
務
大
臣

■
議
案
第
51
号　

鹿
嶋
市
行
政
財
産
の

使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
か
ら
議
案
第
68
号　

鹿
嶋
市
大
野
区

域
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

反
対
立
原
弘
一 

議
員

　

　

行
政
が
旗
を
振
っ
て
こ
の
消
費
税
増

税
に
迎
合
す
る
姿
勢
は
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
再
配
分
、
富
め
る
者
が
貧
し
い

者
の
た
め
に
税
金
を
納
め
る
、
低
所
得
の

皆
さ
ん
に
振
り
分
け
て
い
く
、
こ
れ
が
本

来
あ
る
べ
き
税
金
の
姿
で
あ
る
。
庶
民
い

じ
め
の
増
税
を
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

以
上
の
理
由
で
消
費
税
増
税
に
伴
う
使
用

料
、
利
用
料
の
負
担
増
を
強
い
る
議
案
に

は
反
対
す
る
。

■
認
定
第
１
号　

平
成
30
年
度
鹿
嶋
市
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

反
対
立
原
弘
一 

議
員

　

　

市
長
は
２
月
に
歴
史
資
料
館
は
白
紙
に

す
る
と
い
う
発
言
を
し
た
。
そ
う
い
う
中

で
、
市
長
は
当
選
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も

う
一
度
話
し
合
い
を
す
る
の
だ
と
言
っ
て

復
活
し
た
。
き
ち
ん
と
歴
史
資
料
館
建
設

を
公
約
に
掲
げ
て
、
再
選
挙
す
べ
き
で
あ

る
。
賛
成
の
人
も
反
対
の
人
も
が
っ
か
り

さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
の
市
長
選
挙
は
や
り

直
す
べ
き
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
こ
れ

ら
の
理
由
か
ら
、
反
対
と
す
る
。

賛
成
宇
田
一
男 

議
員

　

　

市
道
０
１
０
２
号
線
の
大
幅
な
工
事
の

進
捗
に
よ
り
、
市
民
が
待
ち
望
ん
だ
基
幹

道
路
が
完
成
す
る
目
途
が
立
っ
た
こ
と
や
、

荒
野
台
地
区
に
お
け
る
雨
水
排
水
対
策
工

事
が
順
調
に
進
む
な
ど
、
市
民
の
安
心
安

全
な
生
活
環
境
が
向
上
す
る
大
き
な
事
業

が
実
行
さ
れ
た
決
算
で
あ
る
。
財
政
環
境

は
大
変
厳
し
い
中
、
財
政
指
標
に
つ
い
て

も
好
転
が
見
ら
れ
、
健
全
財
政
へ
向
け
適

正
に
執
行
さ
れ
た
決
算
と
評
価
し
て
い
る
。

反
対
佐
藤
信
成 

議
員

　

　

宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事
業
に
含
ま

れ
る
歴
史
資
料
館
建
設
に
向
け
て
市
が

執
行
し
て
い
る
事
業
費
と
、
そ
の
執
行
さ

れ
た
結
果
に
つ
い
て
は
市
民
の
多
く
を
騙

し
、
補
助
金
を
申
請
す
る
た
め
に
内
閣
府

を
も
錯
誤
に
陥
ら
せ
、
不
当
に
国
の
補
助

金
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
事
業
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、

事
実
と
違
う
答
弁
、
統
計
学
上
の
根
拠
を

求
め
て
い
る
の
に
そ
れ
ら
に
対
し
て
一
切

き
ち
ん
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
判
明
し
た
。
ゆ
え
に
本
事
業
に

対
す
る
予
算
執
行
は
、
著
し
く
不
適
切
で

あ
る
た
め
、
反
対
と
す
る
。

議員賛否一覧表

※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。

賛否が分かれた議案と
議員（会派）の賛否結果

未来かしま 公明
かしま

日本
共産党 幹　会 無所属

飯
塚
俊
雄

内
田
政
文

根
崎　

彰

池
田
芳
範

坂
本
仙
一

小
池
み
よ
子

栗
林
京
子

小
松
﨑
敏
紀

笹
沼
康
弘

山
口
哲
秀

樋
口
富
士
男

立
原
弘
一

川
井
宏
子

宇
田
一
男

菅
谷　

毅

舛
井
明
宏

田
口　

茂

河
津　

亨

佐
藤
信
成

議案第51号　鹿嶋市行政財産の使用料徴
収条例の一部を改正する条例～議案第68
号　鹿嶋市大野区域水道事業給水条例の
一部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

認定第１号　平成30年度鹿嶋市一般会計
及び特別会計歳入歳出決算認定について 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 ×

討
論

※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

４
件
の
補
正
予
算
、
４
件
の
決
算

認
定
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
認
定
第
１
号　

平
成
30
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
財

源
と
し
て
今
後
も
力
を
入
れ
て
い

く
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
制
度
の
厳
格
化
に
伴
い
、

全
て
の
自
治
体
が
一
定
の

ル
ー
ル
の
も
と
、
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。
あ
り
ふ

れ
た
も
の
で
な
く
、
鹿
嶋
市
で
し

か
出
せ
な
い
特
徴
的
な
返
礼
品
で

差
別
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

問
交
流
会
館
（
歴
史
資
料
館
）

等
多
額
の
費
用
が
か
か
る

も
の
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
市
の

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
５
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
46
号　

鹿
嶋
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
同
法
を
引
用
す
る
規
定
に

つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、

関
連
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

問
職
員
が
成
年
被
後
見
人
と

な
っ
た
と
き
の
把
握
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
本
人
か
ら
の
申
し
出
等
に

よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
議
案
第
51
号　

鹿
嶋
市
行
政
財

産
の
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税

率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
使
用
料
等
の
改
定
を
行
う
た

め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

平
成
30
年
度
の
決
算
を
審
査

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
の
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
の
議
案
等
を
可
決

財
政
運
営
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答
試
算
で
維
持
管
理
費
が
約

６
０
０
０
万
円
、
建
設
に

よ
る
起
債
の
償
還
が
約
４
５
０
０

万
円
、
年
間
で
１
億
円
程
度
の
維

持
費
が
か
か
る
。
経
常
収
支
比
率

に
は
０
・
７
％
程
度
の
影
響
が
あ

る
が
、
財
政
指
標
的
に
は
対
応
可

能
と
考
え
る
。

【
賛
成
討
論
】

　

財
政
指
標
は
改
善
さ
れ
た
も
の

も
見
ら
れ
る
が
、
今
後
は
一
層
の

事
業
改
善
が
必
要
。

【
反
対
討
論
】

　

歴
史
資
料
館
の
建
設
白
紙
は
市

民
を
欺
く
も
の
で
あ
る
。
全
市
民

と
議
会
と
の
真
摯
な
議
論
が
必
要
。

　

採
決
の
結
果
、
認
定
第
１
号

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
員

賛
成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

問
使
用
料
に
お
け
る
消
費
税

分
は
、
税
務
申
告
等
に
よ

り
納
税
を
行
う
も
の
か
、
納
税
し

な
い
な
ら
ば
市
が
も
ら
っ
て
い
い

も
の
な
の
か
。

答
水
道
・
下
水
道
等
の
企
業

会
計
は
消
費
税
課
税
と
な

る
の
で
収
支
を
管
理
し
納
税
す
る

が
、
市
は
非
課
税
の
た
め
納
税
し

な
い
。
物
品
の
購
入
等
で
消
費
税

を
負
担
す
る
た
め
、
経
費
と
し
て

上
昇
す
る
こ
と
も
考
慮
し
て
の
使

用
料
の
引
き
上
げ
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

　

議
案
第
51
号
か
ら
議
案
第
53
号

に
つ
い
て
、
市
民
生
活
や
消
費
が

冷
え
込
ん
で
い
る
中
、
国
の
消
費

税
増
税
に
伴
い
使
用
料
を
値
上
げ

す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
に
寄
り

添
っ
た
も
の
と
す
る
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
46
号

及
び
議
案
第
47
号
は
全
員
賛
成
で
、

議
案
第
51
号
か
ら
議
案
第
53
号
は

賛
成
多
数
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

総 務 生 活 委 員 会

予 算 決 算 常 任 委 員 会
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● 

委
員
会
の
活
動 

●

文 教 厚 生 委 員 会

考
え
る
。

【
反
対
討
論
】

　

消
費
税
反
対
の
立
場
か
ら
、
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
施
設
の

使
用
料
及
び
利
用
料
金
の
増
額
は
、

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
48
号
、

議
案
第
49
号
、
議
案
第
69
号
は
全

員
賛
成
で
、
議
案
第
61
号
か
ら
議

案
第
66
号
は
賛
成
多
数
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
も

採
択
す
る
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
議
案

９
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。
な
お
審
査
に
先
立
ち
、
い
き

い
き
ゆ
め
プ
ー
ル
の
整
備
及
び
利

用
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
61
号　

鹿
嶋
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
ほ
か
消
費
税
率
改
定

に
伴
う
施
設
の
使
用
料
及
び
利
用

料
金
の
見
直
し
等
に
関
す
る
６
議

案
に
つ
い
て

問
消
費
税
率
改
定
に
伴
う
、

公
共
施
設
等
の
使
用
料
の

値
上
げ
を
市
の
独
自
の
裁
量
で
決

め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
値
上
げ

は
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
消
費
税
の
増
税
分
は
、
使

用
料
等
に
転
嫁
す
る
と
い

う
国
の
指
導
の
も
と
、
市
と
し
て

も
統
一
的
な
対
応
を
と
る
べ
き
と

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
12
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
45
号 

鹿
嶋
市
特
別
用

途
地
区
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例

　

特
別
用
途
地
区
の
建
築
物
に
つ

い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

問
長
栖
地
区
の
特
別
業
務
地

区
31
ヘ
ク
タ
ー
ル
内
に
流

通
業
務
は
何
社
あ
る
か
。
ま
た
市

内
で
１
万
㎡
を
超
え
る
大
規
模
集

客
施
設
は
ど
こ
が
該
当
す
る
か
。

答
26
社
が
立
地
し
て
い
る
。

１
万
㎡
を
超
え
る
大
規
模

施
設
は
チ
ェ
リ
オ
の
み
で
あ
る
。

■
議
案
第
57
号 

鹿
嶋
市
営
駐
車

場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
利
用
料
金
を

改
定
す
る
も
の
。

　

消
費
税
率
改
定
に
伴
い
、
施
設
の
使
用
料

等
を
改
正
す
る
た
め
の
議
案
等
を
可
決

特
別
用
途
地
区
の
建
築
物
の
制
限
条
例
案
や

市
営
駐
車
場
の
料
金
改
定
案
な
ど
を
可
決

都 市 経 済 委 員 会

問
利
用
料
金
が
３
０
０
円
か

ら
３
１
０
円
に
改
定
さ
れ

る
が
、
今
後
の
徴
収
方
法
の
見
直

し
は
。

答
３
１
０
円
は
条
例
上
の
上

限
額
で
、
実
際
の
利
用
料

金
は
市
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
指
定
管
理
者
）
と
で
協
議

決
定
す
る
。
無
人
ゲ
ー
ト
化
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
係
か
ら
、
２

年
後
を
目
指
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

　

採
決
の
結
果
、
都
市
経
済
委
員

会
で
審
査
し
た
12
議
案
は
全
て
全

員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

大野潮騒はまなす公園の現地調査

いきいきゆめプール
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９事業を抽出し評価 しました 評価
Ｂ

各家庭から排出される不燃ごみ・粗大ごみの処
理施設、資源化施設の維持管理にかかる経費で

あり、市民生活に大きく影響するために必要性は高い。
また、コスト削減においては、排出時のごみの分別や
減量が大切で、市民の協力が必要な事業でもある。ご
み分別の向上や減量への取り組みにおいて、一層の努
力が必要である。
改善 不燃ごみの中に混じる資源ごみがないように、

ごみ分別の徹底と、それに見合ったごみの回収方法の
改善を含め、創意工夫をしながら取り組んでほしい。
分別方法について市民一人ひとりへ周知する取り組み
や、分別意識の向上のために分別や処理の現状・資源
化状況の情報を共有する取り組みなど展開を望む。

Bごみ処理施設管理経費
3億9,938万3,000円 改善

評価
Ｂ

図書館は、市民の学びの場とし
て必要不可欠な施設である。貸

出者数、貸出冊数とも増加しており、
図書館の利用ニーズは年々高まってい
る。借地料が予算の半分を占めるなか、
限られた予算の中で行われた事業とし
て、評価はできる。
拡充 経年劣化による建物の老朽化が

喫緊の課題である。修繕を繰り返すよ
りも、建て替えの必要性を視野に入れ、
十分に検討をする必要がある。図書館
への投資は、未来への投資である。大
変重要なものとして市の政策への位置
づけが必要である。住民サービス機能
の付加、カフェスペースの設置等市民
のニーズをよく聞いたうえで、今後の
計画をつくっていくこと。

B図書館管理経費
1,355万7,000円 拡充

評価
Ｂ

荒野台地区において長年の懸案であった、雨
天時における道路冠水及び宅地等の浸水被害

を低減・解消し、市民の生活環境の改善を図ること
を目的に取り組んでいる本事業は妥当である。整備
期間・整備費については、５年間の長期にわたるも
のの、総事業費10億円を見込んでいることから、
事業費の平準化を図りながら、国庫補助を有効活用
し整備を行っており適切である。
継続 本事業の設計雨量は事業認可の53.1㎜／時で

あるものの、近年の豪雨実績は設計を超える雨量を
記録しているところであるが、調整池を有するなど
対策が講じられており評価できる。

B荒野台地区雨水排水整備事業
9,355万4,000円 継続

評価
Ｃ

他自治体と比較すると税収の獲得やコスト削減に
おいて、まだまだ努力できる余地があると判断し、

有効性・効率性は低く今後の一層の努力を期待する。
改善 本事業を積極的に取り組むことは、税収面だけで

なく、返礼品生産者の視点でも、地域活性化の一助とも
なる。制度をより活用し、アントラーズホームタウンと
しての優位性を活かすことや、加工場等から直接仕入れ
るなど返礼品の原価を下げられるような工夫だけでなく、
地場産業の育成という観点からも返礼品の開発に取り組
んでいき、今以上に創意工夫しながら積極的な事業展開
を望む。

C改善
ふるさと納税推進事業
1億130万9,000円

評価
Ａ

大野地区への整備が期待されてい
た屋内温水プール「いきいきゆめ

プール」の整備事業であり、大野地区住
民の利用が期待されるものである。既存
の高松緑地温水プールの利用者数を減ら
すことなく、新たな利用者数を増やして
いることからも、利用者が利用しやすい
プール整備ができたものと、十分評価で
きる。
継続 市民に喜ばれるプールが設置され

たので、今後は利用者の声を聞き、利用
しやすい環境の整備が求められる。少数
意見もよく集約し、利用者のニーズに合っ
た運営を行っていくこと。

A屋内温水プール整備事業
4億5,382万7,000円 継続

予算決算常任委員会の各分科会では、平成30年度の決算審査として、事業の評価を行いました。   その結果をお知らせします。
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クローズア
ップ９事業を抽出し評価 しました

評価
Ａ

本事業は、市民生活に密接かつ必要な
行政情報を市民に提供するための事業

で、必要性は高い。また、メール一斉配信シ
ステムや複数のＳＮＳ、無料アプリ「マチイ
ロ」などコストをかけることなく、新しい取
り組みにチャレンジして、効果的に活用して
いる努力はとても評価できる。
継続 事業費を増やすことは難しいと判断す

るが、時代に合った情報発信を的確に実施し
ていってほしい。また、広報紙に関しては、
新聞購読者の減少や自治会加入者の減少など
社会状況を鑑み、今後は配布方法の検討も含
め、どのような情報をどのように発信してい
くのか、市民ニーズを的確に捉えてより一層
の努力を期待する。加えて、一方的な発信だ
けではなく、双方向のコミュニケーションが
できる広報活動の事業展開を望む。

A広報活動経費
1,223万7,000円 継続

評価
Ａ

25年の期間を経て、来年６月を目処に幹線
道路における交通ネットワークの形成が図

られる。工業地帯への通勤として、かなり多くの
交通量が見込まれており、朝夕の渋滞解消にも大
変期待できる。通学路も、これまで歩道もなく狭
い道幅で混在している状況が、路線整備により、
安全安心な通学路としても期待できる。
継続 道路開通にあわせ交通量や交通経路が大幅

に変化することが推測されるため、信号機の設置
や自転車道の識別塗装・高速バス停留所の安全対
策などに万全を期するよう要請する。開通の見込
みが立ったところであるが、全線開通期限の必達
をお願いする。

A0102号線市道整備事業
8,619万1,000円 継続

評価
Ａ

快適で安全な海水浴場を開設するこ
とで当市への誘客促進を図る観点か

ら、必要かつ妥当と判断する。適正な安全
対策として、ライフガード、水上バイク巡
視の対策を講じており水難事故防止が図ら
れている。また、トイレ衛生や海岸美化も
適切に管理され、海水浴客を迎え入れる体
制も確立されている。
拡充 地元経済への波及観点からも、全国

的な課題となっている海離れ問題に対し観
光関連団体と連携しながら、積極的に誘致
促進を図っているものの、現状の効果は限
定的であり、市内の飲食店等への経済効果
や観光資源への波及策の検討がさらに必要
である。今後の観光インバウンド需要も考
慮し期待できる。

A海水浴場管理運営事業
1,369万9,000円 拡充

評価
Ａ

まちづくり市民センターでは、さまざまな団
体が活発に活動を行っており、市民レベルの

向上へとつながっている。また夜９時まで開館して
いることから、学生の学習スペースとしても安全に
利用されており、保護者としても安心できる環境・
整備が整えられている。市民の利用頻度が高く、利
用者からも評判のいい施設である。
拡充 公民館施設として、利用者の固定化が懸念さ

れる。もっと幅広く、いろいろな方に利用してもら
えるようなアイデア・呼びかけが必要である。将来
的には大規模な工事等が必要となることも想定さ
れる。まちづくりセンターの中心施設として、目的
にあった建物にしなくてはいけないときが必ずく
るので、それを視野に入れて考えていく必要がある。

Aまちづくり市民センター管理費
1,755万4,000円 拡充

予算決算常任委員会の各分科会では、平成30年度の決算審査として、事業の評価を行いました。   その結果をお知らせします。

【決算評価】　Ａ…十分評価できる　  Ｂ…やや評価できる　  Ｃ…あまり評価できない　  Ｄ…全く評価できない
【今後の方向性】　 拡充 事業内容をさらに充実して継続	 継続 現在の水準で継続	 改善 改善・効率化して継続
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　一般質問は、私たちの生活にかかわり
の深い事柄について質問するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「インターネット中
継」または「録音中継」をご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がごらんいただけます。

Ｑ
歴
史
資
料
館
問
題
に
つ
い
て

佐
藤
説
明
会
で
の
97
人
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
市
の
動
静
調

査
と
し
て
十
分
と
す
る
、
そ
の
根
拠
は

な
に
か
。

A
総
合
的
に
妥
当
と
判
断
し
た

副
市
長
後
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め

の
市
民
意
識
調
査
で
は
、

67
・
７
％
の
人
が
「
鹿
島
神
宮
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
環
境
の
魅
力
が
高
い
」、

80
・
１
％
の
人
た
ち
が
「
住
み
よ
い
」

と
答
え
、
そ
の
理
由
の
ト
ッ
プ
が
「
鹿

島
神
宮
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
や
史
跡

等
の
歴
史
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と

答
え
て
い
る
。
説
明
会
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
歴
史
館
等
の
施
設
が
に
ぎ
わ
い

に
役
立
つ
と
答
え
た
人
が
38
％
、
あ
る

程
度
は
役
立
つ
を
含
め
れ
ば
68
％
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
請
願
を
い

た
だ
い
た
内
容
等
々
、
総
合
的
に
見
て

妥
当
と
判
断
し
た
。

佐
藤
大
前
提
の
無
作
為
抽
出
の
人

た
ち
に
聞
か
な
け
れ
ば
だ
め

だ
。
夕
方
６
時
に
集
ま
る
方
々
と
い
う

の
は
、
よ
ほ
ど
興
味
が
あ
る
人
だ
。
子

育
世
代
は
、
ま
ず
参
加
で
き
な
い
。
ま

た
、
参
加
者
は
60
代
・
70
代
の
方
々
が

大
部
分
だ
。
無
作
為
抽
出
で
、
建
設
の

賛
否
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。

地
域
活
性
化

担
当
参
事

市
政
懇
談
会
、
意
見
交
換
会
、

検
討
委
員
会
や
関
係
団
体
等

か
ら
も
意
見
を
伺
っ
た
。
維
持
費
に
つ

い
て
も
資
料
を
示
し
て
説
明
を
し
て
き

た
。
現
時
点
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
予
定
は
な
い
。

佐
藤
実
施
す
る
と
、
反
対
意
見
の

ほ
う
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
か
ら
、
怖
く
て
ア
ン
ケ
ー
ト
が

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

副
市
長
私
ど
も
は
、
こ
れ
ま
で
の
数

字
の
積
み
上
げ
の
中
で
理
解

は
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
解

釈
を
し
て
い
る
。

Ｑ
公
開
承
認
施
設
に
す
る
可
能

性
に
つ
い
て

佐
藤
歴
史
資
料
館
を
、
年
間
維
持

費
が
１
億
６
千
万
円
か
か
る

公
開
承
認
施
設
に
す
る
可
能
性
は
あ
る

の
か
。

A
現
状
、
予
定
は
な
い

地
域
活
性
化

担
当
参
事

現
状
、
公
開
承
認
施
設
に
す

る
予
定
は
な
い
が
、
そ
う
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
声
が
多
く
あ
れ

ば
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
。

佐
藤
97
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、

66
人
が
し
て
も
ら
い
た
い
と

言
え
ば
、
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

か
。
大
き
な
問
題
な
の
で
、
市
民
に
知

ら
せ
て
い
く
。

佐
さ と う

藤  信
のぶなり

成  議員
〔発言時間＝ 90 分〕
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Ｑ
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
の

反
対
・
廃
炉
の
表
明
を

川
井
20
年
前
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
で
臨
界
事

故
が
起
こ
り
、
２
人
の
尊
い

命
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
ま
た
、
８
年
前

の
福
島
で
の
事
故
の
環
境
的
影
響
が
、

い
ま
だ
収
束
し
て
い
な
い
経
過
か
ら
見

て
も
、
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
20
年

延
長
は
無
謀
な
計
画
と
考
え
る
。
市
長

は
再
稼
働
に
反
対
し
、
廃
炉
表
明
す
る

こ
と
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

A
関
連
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い

市
長
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に

つ
い
て
は
、県
や
30
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
圏
内
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。
廃
炉
に
つ
い
て
は
、
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
関
連
自
治
体
の

協
議
結
果
を
考
慮
し
た
上
で
判
断
さ
れ

る
べ
き
問
題
。
個
人
の
明
確
な
意
見
や

態
度
決
定
は
差
し
控
え
る
。

Ｑ
原
発
事
故
が
起
き
た
場
合
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

川
井
東
海
第
二
原
発
付
近
が
震
源

と
な
る
地
震
が
頻
発
し
て
い

る
。
日
曜
日
や
祝
日
、
サ
ッ
カ
ー
の
試

合
の
と
き
な
ど
、
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
考
え
て
い

る
の
か
。

A
緊
急
的
な
避
難
の
必
要
は
想
定

さ
れ
な
い

市
民
生

活
部
長
観
光
客
や
サ
ッ
カ
ー
観
戦
者

な
ど
来
訪
者
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
緊
急
的
な
避
難
の
必
要
は
想
定

さ
れ
な
い
。
事
故
の
影
響
に
応
じ
て
個

別
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｑ
市
民
の
避
難
と
生
活
へ
の
影

響
は

川
井
東
海
第
二
原
発
で
事
故
が
起

き
た
場
合
の
鹿
嶋
市
民
の
避

難
と
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
予
測
と
想
定
を
し
て
い
る
の
か
伺

う
。A

避
難
を
要
す
る
事
態
は
生
じ
な

い
市
民
生

活
部
長
国
の
指
針
で
は
、
事
故
時
の

放
射
性
物
質
放
出
に
伴
う
空

間
線
量
の
上
昇
は
短
時
間
で
減
少
す
る

た
め
、
30
ｋ
ｍ
圏
外
の
基
本
的
な
避
難

行
動
は
屋
内
退
避
ま
で
と
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
、
市
外
に
避
難
を
要
す

る
事
態
は
基
本
的
に
生
じ
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
土
壌
や
建
築
物
へ
の
放
射
性
物
質

の
沈
着
、
農
水
産
物
へ
の
被
害
な
ど
、

事
故
時
の
風
向
き
や
降
雨
な
ど
の
気
象

状
況
に
よ
っ
て
は
、
一
定
程
度
の
影
響

が
想
定
さ
れ
る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
の
助
成
に

つ
い
て

質
相
談
窓
口
の
充
実
に
つ
い
て

質
部
活
動
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

質
通
学
路
の
安
全
性
に
つ
い
て

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝ 90 分〕
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Ｑ
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て

小
池
こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

１
年
、
登
録
者
数
・
目
的
施

設
の
推
移
と
平
均
利
用
者
数
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

A
利
用
者
は
４
倍
以
上
の
増
加

政
策
企

画
部
長
登
録
者
数
に
つ
い
て
は
、
運

行
を
開
始
し
た
平
成
30
年
７

月
４
日
時
点
で
２
６
６
人
だ
っ
た
も
の

が
、
直
近
の
本
年
７
月
末
時
点
で
１
２

３
２
人
と
な
っ
て
い
る
。
１
日
の
平
均

使
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
7

月
末
時
点
で
11
・
７
人
、
本
年
７
月
末

時
点
で
47
・
６
人
と
な
っ
て
い
る
。
目

的
施
設
数
は
本
年
７
月
末
時
点
で
１
１

８
ヵ
所
、
そ
の
内
民
間
施
設
は
79
ヵ
所

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
運
行
に
係

る
市
負
担
額
と
運
賃
収
入
に
つ
い
て
は
、

運
行
経
費
３
８
４
５
万
１
０
０
０
円
、

運
賃
等
の
収
入
６
７
７
万
５
０
０
０
円

と
な
り
、
差
し
引
き
３
１
６
７
万
６
０

０
０
円
が
市
の
負
担
と
な
る
も
の
と
試

算
し
て
い
る
。

Ｑ
特
別
教
室
の
冷
房
設
置
は

小
池
今
夏
、
市
内
全
小
中
学
校
の

普
通
教
室
の
冷
房
化
が
完
了

し
た
。
し
か
し
、
音
楽
室
や
理
科
室
、

美
術
室
等
特
別
教
室
に
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
利
用
状
況
を
調
査
す
る

教
育
長
特
別
教
室
に
つ
い
て
は
、
学

校
の
規
模
等
に
よ
っ
て
利
用

頻
度
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
た
上
で

計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
英
語
教
育
の
成
果
は

小
池
市
の
英
語
教
育
は
当
初
の
目

標
ど
お
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
成
績
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
伺
う
。

A
他
市
に
十
分
自
慢
で
き
る
成
績

で
あ
る

教
育
長
全
国
学
力
・
学
習
調
査
の
英

語
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
公

立
校
の
「
聞
く
」「
読
む
」「
書
く
」
の

技
能
の
正
答
率
は
全
国
平
均
を
２
ポ
イ

ン
ト
程
度
上
回
っ
て
い
る
。「
話
す
」

こ
と
に
つ
い
て
は
、
参
考
値
で
は
あ
る

が
、
全
国
平
均
を
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上

回
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
一
層
力
を
伸

ば
す
た
め
、
中
学
２
年
生
の
Ｇ※

Ｔ
Ｅ
Ｃ

受
験
以
降
、
的
確
な
指
導
を
受
け
た
中

学
３
年
生
の
力
を
検
証
し
、
今
後
の
施

策
検
討
の
エ
ビ
デ
ン
ス
、
施
策
の
充
実・

拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
中
学
３
年
生

で
の
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
私
立
保
育
園
等
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣

に
つ
い
て

質
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質
市
庁
舎
駐
車
場
の
有
料
化
に
つ
い

て

※
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
は
…
英
語
に
お
け
る
「
読
む
」「
聞

く
」「
書
く
」「
話
す
」
の
４
技
能
を
ス
コ
ア

型
の
絶
対
評
価
で
測
定
す
る
検
定
。
新
し
い

大
学
入
試
制
度
に
お
い
て
多
く
の
大
学
が
採

用
を
予
定
し
て
い
る
。

小
こ

池
いけ

 みよ子
こ

  議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
花
火
大
会
の
開
催
場
所
は

栗
林
花
火
大
会
を
、
企
業
や
団
体
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
が

還
元
で
き
る
場
所
で
あ
る
、
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
現
在
の
場
所
で
実
施
し
て
い
く

経
済
振

興
部
長
本
市
の
花
火
大
会
は
、
国
内

外
か
ら
水
上
の
花
火
大
会
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
点
や
、
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
、
ス
タ
ジ
ア
ム
や
市
街

地
で
実
施
す
る
の
は
難
し
い
と
判
断
し

て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
現
在
の

場
所
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

Ｑ
歴
史
展
示
は
ア
ニ
メ
や
Ｖ
Ｒ

な
ど
の
工
夫
を

栗
林
自
分
の
街
へ
の
誇
り
や
、
先

祖
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
子
孫

へ
そ
の
営
み
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
複
合
施
設
の
歴
史
展
示
も
工

夫
を
す
べ
き
。
ま
た
、
歴
史
展
示
の
ほ

か
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
考
え
て
い
る

の
か
。

A
最
新
の
技
術
を
用
い
た
方
法
を

検
討

地
域
活
性
化

担
当
参
事

歴
史
展
示
に
つ
い
て
は
、

最
新
の
技
術
を
用
い
て

視
覚
的
に
手
軽
に
学
べ
る
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
複
合
施
設
の
機
能
は
協
議
を

行
い
な
が
ら
慎
重
に
決
定
し
て
い
く
が
、

歴
史
展
示
機
能
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
等
を
想
定
し
た
子
育
て
機
能
、
高

齢
者
等
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
発
表
の
場

と
な
る
交
流
機
能
、
市
内
の
観
光
資
源

や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
等
を
行
う
観
光
物
産

機
能
等
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ
北
浦
沿
い
に
公
園
を

栗
林
爪
木
ノ
鼻
地
区
か
ら
の
夕
日

は
美
し
く
、
右
に
北
浦
大
橋

と
筑
波
山
、
左
に
神
宮
橋
と
鹿
島
臨
海

工
業
地
帯
の
夜
景
と
、
自
然
景
観
に
恵

ま
れ
た
場
所
で
あ
る
。
爪
木
ノ
鼻
地
区

に
公
園
を
整
備
す
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

A
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
一
体

的
な
公
園
整
備
を

経
済
振

興
部
長
公
園
整
備
の
必
要
性
は
十
分

に
認
識
し
て
い
る
が
、
多
額

の
費
用
が
想
定
さ
れ
、
市
単
独
で
の
公

園
整
備
に
つ
い
て
は
難
し
い
。

　

し
か
し
、
県
が
推
進
し
て
い
る
つ
く

ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
整
備
事
業

の
中
で
、
爪
木
ノ
鼻
地
区
に
休
憩
所
等

の
拠
点
施
設
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
一
体
と
な
っ

た
公
園
整
備
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し

て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
空
き
家
等
対
策
に
つ
い
て

質
北
浦
水
質
浄
化
に
つ
い
て

質
広
域
観
光
に
つ
い
て

質
道
路
標
識
見
直
し
に
つ
い
て

栗
くり

林
ばやし

  京
きょう

子
こ

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
経
営

権
が
変
わ
っ
た
が

河
津
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
経
営

権
が
日
本
製
鉄
か
ら
メ
ル
カ

リ
に
な
っ
た
が
、
株
式
の
譲
渡
に
つ
い

て
市
長
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受

け
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

A
引
き
続
き
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
支

援
す
る

市
長
７
月
18
日
に
日
本
製
鉄
、
ク

ラ
ブ
の
関
係
者
が
来
庁
し
、

メ
ル
カ
リ
へ
の
株
式
の
譲
渡
に
つ
い
て

相
談
が
あ
っ
た
。
市
長
と
し
て
、
チ
ー

ム
名
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は
変
更
せ
ず
、

ス
タ
ジ
ア
ム
を
利
用
し
続
け
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
日
本
製
鉄
に
は
こ
れ
ま

で
同
様
ク
ラ
ブ
の
主
要
株
主
と
し
て
経

営
に
関
与
す
る
こ
と
、
メ
ル
カ
リ
に
対

し
て
は
ク
ラ
ブ
の
歴
史
と
地
域
と
の
関

係
性
を
重
視
し
、
ク
ラ
ブ
と
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
強
く
申
し
入
れ
た
。
市
と
し
て
も
、

ほ
か
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
各
市
と
連
携
し
、

ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
引

き
続
き
支
援
を
し
て
い
く
。

Ｑ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て

河
津
鹿
嶋
市
の
観
光
施
策
に
お
け

る
、
外
国
人
の
観
光
客
を
増

や
す
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A
情
報
発
信
と
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム

経
済
振

興
部
長
ま
ず
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
よ
る
誘
客
促
進
を
実
施
し

て
い
く
。
次
に
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
。
海
外
か
ら

の
誘
致
に
つ
い
て
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
お
り
、
さ
ら
な
る
誘
致
拡
大
を
上
げ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
、

多
言
語
化
を
含
む
観
光
サ
イ
ン
の
整
備
、

鹿
島
神
宮
ツ
ア
ー
バ
ス
誘
致
事
業
が
外

国
人
向
け
の
取
り
組
み
に
関
連
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
を
鹿
嶋
で

河
津
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
な
の
で
環
境

さ
え
整
え
ば
プ
レ
ー
で
き
る
。
鹿
嶋
市

で
は
ス
タ
ジ
ア
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
ほ
か
、
勤
労
文
化
会
館
も
使
え

る
と
考
え
て
い
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

A
大
会
開
催
の
可
能
性
を
調
査
す

る
経
済
振

興
部
長
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
観
光
振

興
か
ら
も
有
効
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
り

得
る
。
ス
ポ
ー
ツ
担
当
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
模
索
し
な
が
ら
、
大

会
開
催
の
可
能
性
を
調
査
し
て
い
き
た

い
。

河
かわ

津
つ

  　亨
とおる

  議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
可
燃
ご
み
の
個
別
搬
入
場
所

は舛
井
新
し
い
処
理
施
設
建
設
後
の

可
燃
廃
棄
物
の
個
別
搬
入
場

所
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
場
所
で
あ

る
現
在
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
跡
地
が
中

継
施
設
と
な
る
旨
決
定
で
よ
い
の
か
。

A
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
で
決
定
し
た

と
判
断
し
て
い
る

廃
棄
物
処
理
施
設

 

建
設
担
当
参
事

新
施
設
整
備
は
市
民
の

利
便
性
を
低
下
さ
せ
な

い
こ
と
を
第
一
に
神
栖
市
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。
鹿
嶋
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
の

中
継
施
設
化
と
す
る
方
針
は
決
定
し
た

も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

Ｑ
人
口
増
に
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
が
必
須

舛
井
鹿
嶋
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
達

成
に
は
、
人
口
増
に
つ
な
が

る
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
、
市
長
以
下

執
行
部
の
精
力
的
な
各
種
分
野
へ
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

A
地
元
の
雇
用
環
境
が
重
要

市
長
地
方
創
生
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
地
元
の
雇
用
環
境

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
も
、
私
自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
新
規

企
業
の
誘
致
に
努
め
、
既
存
企
業
に
対

し
て
も
地
域
に
お
い
て
円
滑
な
経
済
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
そ
こ
に
働
く

人
々
が
公
私
と
も
に
充
実
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
向
け
、
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
図
書
館
機
能
に
付
加
価
値
を

舛
井
図
書
館
の
開
館
時
間
延
長
及

び
蔵
書
の
増
、
さ
ら
に
は
増

築
に
よ
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
、
勉
強
ス

ペ
ー
ス
の
増
等
、
図
書
館
機
能
だ
け
で

な
く
、
ほ
か
の
付
加
価
値
も
求
め
る
数

多
い
市
民
の
声
に
対
す
る
市
の
考
え
を

伺
う
。

A
令
和
６
年
度
に
大
規
模
改
修
予

定
教
育
委
員
会

事
務
局
部
長
過
去
に
試
行
的
に
閉
館

時
間
を
延
長
し
た
際
、

来
館
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

現
在
の
時
間
に
落
ち
着
い
た
経
緯
が
あ

る
。
再
度
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
今
後
そ
の
閉
館
時
間
を
決
定
し
て
い

き
た
い
。
飲
食
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
等
は
、
令
和
６
年
度
に
予
定
し
て
い

る
大
規
模
改
修
工
事
に
あ
わ
せ
て
検
討

す
る
。
引
き
続
き
蔵
書
数
の
増
加
や
開

館
時
間
の
拡
充
な
ど
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
見
直
し
等
を
行
い
、
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

舛
ます

井
い

　明
あきひろ

宏 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
大
野
潮
騒
は
ま
な
す
公
園
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
に
つ
い

て内
田
平
成
２
年
４
月
に
開
園
し
た

総
面
積
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

大
野
潮
騒
は
ま
な
す
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

A
条
例
化
し
て
計
画
を
推
進

市
長
本
年
10
月
１
日
よ
り
、
現
在

の
条
例
に
基
づ
く
「
そ
の
他

の
公
園
」
か
ら
、
都
市
公
園
法
に
基
づ

く
「
都
市
公
園
」
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

国
の
補
助
事
業
や
交
付
金
の
対
象
と
な

る
な
ど
、
財
源
の
確

保
が
可
能
に
な
る
。

公
園
全
体
を
見
直
し
、

魅
力
あ
る
公
園
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

Ｑ
鹿
嶋
市
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
つ
い
て

内
田
前
年
度
設
立
さ
れ
任
命
さ
れ

た
推
進
委
員
の
役
割
に
つ
い

て
伺
う
。

A
３
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

農
業
委
員
会

事
務
局
長

役
割
と
し
て
、
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

参
入
の
促
進
に
よ
る
農
地
等
の
利
用
効

率
化
及
び
高
度
化
の
３
点
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
水
道
事
業
に
つ
い
て

内
田
大
野
区
域
（
給
水
率
45
・

14
％
）
と
鹿
島
区
域
（
給
水

率
88
・
96
％
）
水
道
事
業
の
統
合
の
中

で
、
今
後
の
経
営
を
問
う
。

A
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
し
な
い

都
市
整

備
部
長
水
道
事
業
統
合
後
に
お
い
て

も
、
利
益
を
計
上
で
き
る
も

の
と
試
算
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
水

道
事
業
の
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
と

経
費
削
減
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の

提
供
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
歴
史
・
交
流
館
に
つ
い
て

内
田
歴
史
・
交
流
館
の
経
緯
、
経

過
及
び
今
後
の
建
設
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

A
市
民
や
関
係
団
体
、
歴
史
や
建

築
に
関
す
る
専
門
家
な
ど
の
意

見
を
聞
き
、
慎
重
に
決
定
し
て

い
く

地
域
活
性
化

担
当
参
事

全
国
に
誇
れ
る
２
５
０
０
年

に
わ
た
る
鹿
嶋
の
悠
久
の
歴

史
を
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
郷
土

愛
の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
経

緯
と
し
て
い
る
。
経
過
に
つ
い
て
は
民

間
活
力
を
主
体
と
し
た
活
性
化
計
画
の

策
定
を
も
と
に
歴
史
資
料
館
か
ら
交
流

機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
へ
と
計
画
は

推
移
し
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
本
年
11
月
に
計
画
に
つ
い
て

内
閣
府
の
認
定
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後

補
助
申
請
を
行
う
。
令
和
２
年
度
か
ら

２
年
程
度
の
期
間
で
用
地
交
渉
を
行
い
、

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に
検
討

委
員
会
を
組
織
し
慎
重
に
施
設
計
画
と

展
示
計
画
を
決
定
。
そ
し
て
、
令
和
５

年
度
に
建
設
工
事
に
着
手
し
て
い
き
た

い
。

内
うち

田
だ

  政
まさ

文
ぶみ

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
食
育
の
取
り
組
み
は

樋
口
地
元
産
の
野
菜
な
ど
を
給
食

に
採
用
し
て
い
る
が
、
公
立

の
園
や
学
校
の
給
食
を
通
し
て
の
食
育

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
食
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
う
。

A
鹿
島
灘
し
ら
す
や
ピ
ー
マ
ン
を

使
用

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長
地
元
産
の
鹿
島
灘
し
ら

す
や
ピ
ー
マ
ン
を
使
っ

た
給
食
を
提
供
し
て
い
る
状
況
。
今
後

も
、
子
ど
も
た
ち
が
給
食
を
通
し
て
健

康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
食
で

育
む
元
気
な
身
体
と
豊
か
な
心
を
養
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
幼
稚
園
・
保
育

園
・
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
生
産
者
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
食
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

Ｑ
食
育
相
談
の
拡
充
は

樋
口
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
や
高
齢

者
の
食
事
会
、
子
ど
も
食
堂

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
等
が
活
動
し

て
い
る
中
、
市
と
し
て
食
育
相
談
の
拡

充
等
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A
地
域
全
体
で
の
食
育
推
進
に
努

め
る

健
康
福

祉
部
長
乳
幼
児
期
か
ら
継
続
し
た
食

育
事
業
に
お
け
る
地
域
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
県
公
式
健
康
ア
プ
リ
の
普
及
を

図
る
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
加

速
化
す
る
高
齢
化
に
向
け
て
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
を
対
象
に
保
健
事
業
と

介
護
事
業
の
一
体
的
な
推
進
に
よ
り
フ※

レ
イ
ル
対
策
等
の
強
化
を
し
て
い
く
。

Ｑ
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
体
制
は

樋
口
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の
策
定

と
、
県
か
ら
補
助
が
出
る
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
は
。

A
年
度
内
の
策
定
・
設
置
を
予
定

経
済
振

興
部
長
鳥
獣
被
害
特
措
法
に
基
づ
く

手
順
に
沿
っ
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。
年
度
内
に
は
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
を
策
定
し
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
を
設
置
す
る
。
国
・
県
補
助
金
を
有

効
に
活
用
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
。

Ｑ
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活

用
は

樋
口
森
林
環
境
譲
与
税
を
、
道
路

上
に
か
か
る
危
険
度
が
高
く
、

近
隣
の
迷
惑
に
な
る
樹
木
の
剪
定
や
荒

れ
放
題
に
な
っ
て
い
る
森
林
の
伐
採
、

イ
ノ
シ
シ
が
身
を
隠
せ
る
森
林
の
整
備

に
活
用
で
き
な
い
の
か
。

A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
踏
ま

え
る

経
済
振

興
部
長
現
在
、
県
に
お
い
て
作
成
中

で
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内

容
を
踏
ま
え
て
、
市
と
し
て
の
有
効
な

使
い
道
を
検
討
し
て
い
く
。

樋
ひ

口
ぐち

  富
ふ

士
じ

男
お

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕

※
フ
レ
イ
ル
と
は
…
加
齢
と
と
も
に
運
動
機
能
や

認
知
機
能
等
が
低
下
し
た
虚
弱
な
状
態
を
指

し
、
健
康
な
状
態
と
日
常
生
活
で
介
護
が
必

要
な
状
態
の
中
間
の
状
態
。
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Ｑ
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
再

編
方
針
を
問
う

菅
谷
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
役

割
は
大
変
重
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
鹿
野
中
学

校
区
に
は
公
立
の
園
が
な
く
な
る
方
針

だ
が
配
置
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
問
題
は
な

い
か
。

A
公
立
は
私
立
の
先
導
役

教
育
長
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
役

割
と
し
て
は
、
幼
児
期
の
実

情
に
即
応
し
た
幼
児
教
育
・
保
育
の
向

上
を
図
る
こ
と
な
ど
、
鹿
嶋
市
幼
児
教

育
の
先
導
役
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も

の
と
位
置
付
け
て
い
る
。
配
置
に
つ
い

て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
施
設
が
開

所
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
方
針
で
、

問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
戦
争
体
験
談
な
ど
平
和
人
権

教
育
を
進
め
て
は

菅
谷
非
核
平
和
都
市
宣
言
都
市
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
市
独
自

の
平
和
教
育
の
実
績
と
今
後
の
方
針
を

伺
う
。

A
既
存
事
業
の
充
実
を
図
る

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長
平
和
教
育
に
関
す
る
市

独
自
の
取
り
組
み
は
な

い
が
、
道
徳
教
育
を
市
内
小
中
学
校
で

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
市
独
自
の
平
和
教

育
の
実
施
と
同
等
の
価
値
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
事
業
や

教
育
セ
ン
タ
ー
の
事
業
等
現
在
実
施
し

て
い
る
事
業
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

平
和
の
心
を
育
む
教
育
を
進
め
て
い
き

た
い
。

Ｑ
自
治
基
本
条
例
の
必
要
性
は

菅
谷
自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
体

運
営
の
基
本
原
則
で
あ
り
、

大
事
な
条
例
で
あ
る
。
条
例
の
目
的
は
、

重
要
政
策
へ
の
市
民
の
意
見
集
約
や
合

意
形
成
に
あ
り
、
歴
史
館
・
交
流
館
の

賛
否
が
問
わ
れ
る
今
こ
そ
必
要
で
は
な

い
か
。

A
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
綱
に
反
映

し
て
い
く

政
策
企

画
部
長
平
成
31
年
３
月
に
中
断
し
て

い
た
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
当
面
見
送
り
、

策
定
中
の
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大

綱
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と

承
認
を
い
た
だ
き
決
定
し
た
。

市
民
生

活
部
長
市
民
の
意
見
集
約
や
合
意
形

成
に
つ
い
て
は
、
広
聴
機
能

の
充
実
、
審
議
会
等
へ
の
公
募
委
員
の

拡
充
や
政
策
の
周
知
な
ど
、
年
齢
層
も

含
め
て
市
民
の
要
望
や
意
見
を
幅
広
く

伺
っ
て
い
く
。

菅
すが

谷
や

 　毅
つよし

 議員
〔発言時間＝ 60 分〕
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Ｑ
Ｓ※

Ｄ
Ｇ
s
未
来
都
市
に
つ
い

て小
松
﨑
世
界
的
に
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

積
極
的
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ

ト
、
取
り
組
ま
な
い
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
協
力
し
て
競
争
す
る
時

代
」
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
。
民
間
だ
け

で
な
く
地
方
自
治
体
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視

点
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
が
く
る
。
市
で
も
、
今
後
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
課
題
、

社
会
的
課
題
に
つ
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
に
沿
っ
た
基
本
的
、
総
合
的
な
取
り

組
み
の
推
進
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
考
え
方
を

盛
り
込
む

市
長
市
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

原
動
力
と
し
た
地
方
創
生
を

進
め
て
い
く
た
め
、
次
期
総
合
計
画
や

総
合
戦
略
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

理
念
や
考
え
方
を
盛
り
込
み
、
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
活
性
化
を
実
現
し
て
い

く
。

Ｑ
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

小
松
﨑
農
産
物
加
工
場
を
整
備
す
る

こ
と
で
鹿
嶋
市
名
産
の
商
品

開
発
が
市
民
の
力
で
活
発
化
す
る
と
考

え
る
。
市
の
６
次
産
業
の
支
援
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

A
国
・
県
の
事
業
を
積
極
的
に
活

用
経
済
振

興
部
長
茨
城
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
経
営

の
見
直
し
や
事
業
計
画
、
商
品
開
発
か

ら
販
売
に
至
る
ま
で
の
相
談
を
受
け
、

６
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
派
遣
し
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

事
業
を
進
め
る
た
め
の
必
要
資
機
材
の

導
入
支
援
な
ど
に
つ
い
て
も
、
国
・
県

の
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

Ｑ
市
の
地
域
福
祉
に
つ
い
て

小
松
﨑
今
後
の
高
齢
社
会
を
考
え
る

と
、
介
護
・
医
療
施
設
の
病

床
数
が
不
足
し
、
在
宅
医
療
は
今
以
上

に
必
要
に
な
り
、
在
宅
介
護
の
支
援
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
市
で
は
、
在
宅

介
護
、
在
宅
看
取
り
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
連
携
体
制
の
構
築
を
推
進

健
康
福

祉
部
長
市
で
は
、
一
体
的
な
在
宅
医

療
・
介
護
の
提
供
を
目
指
す

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
を
平

成
26
年
度
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
地
域

の
医
師
会
や
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連

携
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。
在

宅
看
取
り
に
つ
い
て
も
、
研
修
会
や
講

演
会
等
で
、
ケ
ア
チ
ー
ム
等
と
話
し
合

い
共
有
し
、
支
え
て
い
く
き
っ
か
け
づ

く
り
や
終
活
ノ
ー
ト
の
配
布
を
と
お
し

て
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

小
こ

松
まつ

﨑
ざき

  敏
とし

紀
のり

  議員
〔発言時間＝ 90 分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
市
の
総
合
計
画
策
定
に
関
し
て

質
農
業
の
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

質
２
０
４
０
年
問
題
に
つ
い
て

※SDGｓ（持続可能な開発目標）…2015年９月の国連サミットで採択された持続可能な世界を実現するための国際目標。
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Ｑ
観
光
業
・
農
業
・
漁
業
を
経

済
活
性
化
の
目
玉
に

田
口
鹿
嶋
市
の
農
業
生
産
高
は
約

40
億
円
、
鉾
田
市
は
８
０
０

億
円
。
抜
本
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

例
え
ば
、
鹿
島
港
よ
り
鹿
島
漁
港
に

も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

A
観
光
業
・
農
業
・
漁
業
は
重
要

経
済
振

興
部
長
観
光
産
業
の
振
興
に
は
、
鹿

島
神
宮
な
ど
の
観
光
資
源
を

組
み
合
わ
せ
た
着
地
型
、
体
験
型
旅
行

商
品
の
造
成
、お
土
産
な
ど
の
商
品
開
発
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
取
り
組
み
な

ど
、
期
待
を
込
め
る
素
材
は
多
岐
に
わ

た
る
状
況
。
魅
力
あ
る
農
業
振
興
に
つ

い
て
は
、儲
か
る
農
業
に
向
け
て
、各
種

補
助
事
業
に
よ
る
支
援
を
は
じ
め
、
農

地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
農
地
集
積
、

集
約
推
進
、市
農
業
公
社
へ
の
支
援
、
耕

作
放
棄
地
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
、
安

全
安
心
な
農
作
物
の
生
産
・
販
売
促
進

に
よ
る
農
業
振
興
に
努
め
て
い
く
。
漁

業
の
振
興
に
つ
い
て
鹿
島
地
区
地
域
水

産
業
再
生
委
員
会
が
策
定
し
た
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
で
は
、
漁
業
収
入
を
向

上
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
シ

ラ
ス
の
単
価
向
上
、
水
産
物
の
認
知
度

の
向
上
及
び
地
産
地
消
促
進
、
ヒ
ラ
メ
、

ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
稚
貝
、稚
魚
の
放
流
に

よ
る
水
産
資
源
の
維
持
増
大
と
漁
場
環

境
保
全
を
プ
ラ
ン
の
基
本
方
針
と
し
て

取
り
組
み
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ
ホ
テ
ル　

ル
ー
ト
イ
ン
鹿
嶋

付
近
に
高
速
バ
ス
停
を

田
口
高
速
バ
ス
の
駐
車
場
問
題
に

つ
い
て
は
、
国
道
１
２
４
号

線
で
バ
ス
に
乗
れ
る
場
所
、
ル
ー
ト
イ

ン
近
く
に
バ
ス
停
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
解
決
で
き
る
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

A
具
体
化
に
向
け
て
調
整
を
進
め
る

政
策
企

画
部
長
市
全
体
の
利
便
性
が
向
上
す

る
も
の
と
考
え
、
バ
ス
事
業

者
と
の
協
議
や
バ
ス
停
の
候
補
地
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
バ
ス
停
の
位
置
を
確
定
し
た
上
で
、

具
体
化
に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
調
整

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
免
許
返
納
者
へ
行
政
支
援
を

田
口
免
許
返
納
者
や
認
知
症
の
個

人
賠
償
の
問
題
、
そ
れ
に
対

す
る
行
政
支
援
を
す
る
時
を
迎
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
市
は
公
共
交
通
の

利
用
パ
ス
ポ
ー
ト
等
を
福
祉
の
ひ
と
つ

と
し
て
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

A
調
査
研
究
を
し
て
い
く

健
康
福

祉
部
長
一
部
、
認
知
症
の
方
が
交
通

事
故
等
で
加
害
者
と
な
っ
た

場
合
に
、
民
間
保
険
の
掛
金
を
公
的
負

担
す
る
等
の
行
政
支
援
を
行
っ
て
い
る

よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
市
と
し
て
は
、

免
許
返
納
者
に
対
す
る
支
援
等
と
合
わ

せ
て
、
国
や
県
等
の
動
向
等
調
査
・
研

究
を
し
て
い
く
。

田
た

口
ぐち

 　茂
しげる

 議員
〔発言時間＝ 90 分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
鹿
嶋
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

質
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
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Ｑ
情
報
伝
達
の
数
値
化
・
検
証

を笹
沼
市
の
情
報
が
伝
え
た
い
人
に

伝
わ
ら
ず
、
欲
し
い
人
に
届

い
て
い
な
い
。
そ
ん
な
す
れ
違
い
が
行

政
と
住
民
に
お
い
て
起
き
て
い
る
。
発

信
し
た
情
報
が
、
何
を
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

誰
に
、
ど
ん
な
方
法
で
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
を
数
値
化
し
て
、
計
画
的
に
検
証

し
、
そ
し
て
戦
略
的
に
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
必
要
不
可
欠

政
策
企

画
部
長
情
報
を
受
け
取
る
側
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
現

在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
中
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
双
方
向
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て

笹
沼
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ

る
市
の
公
園
整
備
に
関
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
、
理
念
や
方
向
性
を
伺
う
。

A
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
整
備
を

推
進

都
市
整

備
部
長
本
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
「
誰
も
が
安
心
し

て
自
然
を
満
喫
で
き
る
豊
か
な
空
間
の

整
備
」
を
掲
げ
、「
機
能
に
応
じ
た
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
公
園
・
緑
地
の
配
置
」

に
努
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
に

基
づ
き
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公
園

整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
が
、

今
後
は
、
既
存
施
設
の
老
朽
化
に
対
す

る
長
寿
命
化
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
市
民
の
憩
い
の
空
間
と
し

て
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
施
設
へ
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
く
た
め
の
計
画

等
を
策
定
し
、
計
画
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

笹
沼
市
の
定
住
自
立
圏
構
想
に
関

す
る
進
捗
は
。
ま
た
、
市
町

村
合
併
の
今
後
の
可
能
性
と
市
長
の
思

い
に
つ
い
て
伺
う
。

A
広
域
連
携
の
重
要
性
を
再
認
識

市
長
平
成
28
年
２
月
に
開
催
さ
れ

た
鹿
行
市
長
協
議
会
に
お
い

て
、
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て
の
勉

強
会
を
実
施
し
、
将
来
的
な
広
域
連
携

の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
継
続
的
に
各
市
長
と
の
広
域

連
携
に
関
す
る
勉
強
の
場
づ
く
り
を
呼

び
か
け
て
い
き
、
ま
ず
は
定
住
自
立
圏

構
築
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

笹
ささぬま

沼  康
やすひろ

弘 議員
〔発言時間＝ 45 分〕
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Ｑ
幼
児
教
育
・
保
育
料
無
償
化

に
伴
う
問
題

立
原
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

副
食
費
に
つ
い
て
、
実
費
徴
収
化
に
よ

り
市
町
村
が
保
育
所
等
に
払
う
１
人
当

た
り
の
運
営
費
が
実
質
的
に
月
額
６
０

０
円
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
困
惑
し
て
い
る

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長
保
育
料
無
償
化
に
伴
い
、

副
食
費
の
実
費
徴
収
と

減
額
さ
れ
た
施
設
運
営
費
の
差
額
が
６

０
０
円
発
生
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
把

握
し
た
の
は
、
先
日
県
か
ら
法
定
価
格

の
メ
ー
ル
が
届
き
把
握
し
た
と
こ
ろ
。

他
市
の
担
当
者
も
同
様
に
困
惑
し
て
い

る
。
園
の
運
営
費
に
係
る
法
定
価
格
の

問
題
は
、
鹿
嶋
市
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
全
国
的
な
問
題
と
捉
え
て
お
り
、

状
況
や
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
県
を

通
じ
、
国
に
問
題
提
起
す
べ
き
内
容
と

捉
え
て
い
る
。

Ｑ
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て
市
の
考
え
は

立
原
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
、
便
数
の
増
加
・
予
約

の
あ
り
方
・
範
囲
の
拡
大
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

A
改
善
策
を
継
続
し
て
協
議
し
て

い
く

政
策
企

画
部
長
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
な
ど
の
観

点
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
最

も
有
効
で
あ
る
と
の
判
断
に
よ
り
運
行

が
開
始
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
中

で
市
民
か
ら
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
の
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
改
善
策
に
つ
い
て
、
事
業

者
な
ど
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
重
点
監
督
の
実
施
結
果

立
原
茨
城
県
労
働
局
が
「
平
成
30

年
度
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
重
点
監
督
の
実
施
結
果
を

公
表
し
た
。
市
内
に
対
象
事
例
は
あ
っ

た
か
。

A
公
表
で
き
な
い
と
の
回
答

経
済
振

興
部
長
鹿
嶋
労
働
基
準
監
督
署
に
問

い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、

公
表
す
る
こ
と
で
事
業
者
が
特
定
さ
れ

不
利
益
を
被
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
、
ま
た
労
働
基
準
法
第
１
０
５
条

に
お
い
て
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
市
内
対
象
事
例
の
有
無

を
公
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い

う
回
答
で
あ
っ
た
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
農
漁
業
問
題
に
つ
い
て

質
市
長
専
決
処
分
の
あ
り
方
に
つ
い

て

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

議員
〔発言時間＝ 90 分〕
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８
月
23
日（
金
）、
波
野
公
民
館
と
は
ま
な
す
公
民
館
の
２
会
場
に
お
い
て
、「
き
か
せ
て
！
あ
な
た
の
声
」

と
題
し
、〝
か
し
ま
で
の
子
育
て
〟
に
つ
い
て
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
時
間
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
は
19
名
の
市
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な

意
見
交
換
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
は
全
議
員

へ
報
告
し
、
今
後
の
議
会
活
動
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

保育の充実

学童の充実

仕事をしていると、子ど
もの栄養源は給食に頼っ
ている

教 育 や 治 安 に
ついては安心

学 童に 預 けるにあ
たっての ル ー ル が
仕 事 をしな がらの
保護者には、不便

学童の料金も頑張ら
ないと払うのが大変

待機児童の解消

ゴミ当番でも子どもを
連れて行くことで、当
番ができる状況でない

２人預けようと
思うと別々の幼
稚園に入れるよ
うになる

保育施設が閉園
した後の利用に
も検討

暑くても、寒くて
も、雨でも遊べる
ところが欲しい

子育てのサポートを充実してもら
わないと「もう一人」とはならない

耳鼻科と皮膚科が欲し
い。予約しないと見て
もらえないことが不便

お年寄りとの交
流があると良い

保育士の給
料の検討

広 報 に つ い
て も 力 を 入
れてほしい

市内でお買い物
もできて子ども
も遊べる施設が
あると良い

地元へ戻ってくる
ような政策が必要

交通の便が悪い

通学路について不公平
があるように感じる

バ ス に 乗 っ て
みたいと思うが、
行っても帰りの
バスがなかった
ことを考えると
利用できない

教育の場で掃除をする機会が
減ったことが将来不安

働き世代の女性が求めてい
るのは、柔軟な働き方を認
めてくれる社会全体の環境

放課後子ども教室と児童クラブ
についてもっと周知してもらえ
れば、利用する人も増える

広 報 は 新 聞 を
とってないとこ
ろには届かない

市役所付近で子育て支援セン
ターのような施設があると便利

地元の人と新しい人
の交流と働いている
人と働いていない人
の交流も希薄

行政には情
報を体系的
に発信して
ほしい

自 治 会 に ど こ で
入っていいのかが
分からなかった

市役所に民間の
パンフレットを
含め揃っていた
らよい

良い街なのですが、ア
ピールが上手じゃない

転勤族のひとは、2・3年しかいれないので
働くことをあきらめている。でも、実際に
は能力もあり、やる気のある人が潜在的に
いる。そういう人たちを積極的に雇用する
システムがあれば、充実した雇用や子育て
支援に繋がっていくのではないか

ママさんたちで交流で
きる場があると良い

学童などの情報が
もっと欲しい

子どもが減ってきている
現状に、対策が大切

子育てについて活発な意見交換を行いました！

きかせて！
あなたの声

特 集
意見交換会



議 会 Ｔ ＣＯ Ｐ Ｉ Ｓ

鹿嶋市議会だより　　　　　　No.98（令和元年11月１日発行）
■発行人　議長　篠塚洋三　　　■編　集　鹿嶋市議会広報広聴委員会
■発　行　茨城県鹿嶋市議会　　〒 314-8655　茨城県鹿嶋市平井 1187 番地１　電話：0299-82-2911（代）

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

小　

池　

み
よ
子

副
委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

委　
　

員　
　

菅　

谷　
　

 　
毅

委　
　

員　
　

川　

井　

宏　

子

委　
　

員　
　

小
松
﨑　

敏　

紀

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

舛　

井　

明　

宏

　
　
　
　
　
　
　
菅
谷　
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９
月
議
会
開
催
中
に
台
風
15
号
災

害
が
発
生
し
た
。
政
府
や
千
葉
県
の

初
動
対
応
が
話
題
と
な
っ
た
が
、
鹿

嶋
市
で
は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
開

催
中
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
管
理
職
が
出

席
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
委
員
会

を
、
災
害
対
応
の
た
め
に
日
程
を
ず

ら
す
な
ど
し
て
対
応
し
た
。
近
年
、

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
茨
城
県
の

魅
力
度
が
全
国
最
下
位
と
さ
れ
る

が
、
温
暖
で
農
産
物
・
海
産
物
が
美

味
し
く
適
度
に
田
舎
で
も
首
都
圏
に

近
く
、
何
よ
り
災
害
に
強
い
鹿
嶋
市

を
誇
り
に
思
う
。

編
集
後
記
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─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─
きかせて！あなたの夢

鹿
島
高
等
学
校
３
年

穂ほ
か
り苅

涼り
ょ
う
と翔

さ
ん　

　

私
の
夢
は
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知

識
を
活
か
し
た
仕
事
に
就
き
、

育
て
て
も
ら
っ
た
鹿
嶋
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
親
孝
行

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
中
学
生
の

時
で
し
た
。
Ｔ
Ｖ
の
特
番
で

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
将
来

専
門
的
な
勉
強
を
し
て
、
サ

イ
バ
ー
犯
罪
を
防
ぎ
、
そ
し

て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
専
門
知
識
を
学

ぶ
学
校
に
進
学
す
る
た
め
に

勉
強
す
る
傍
ら
、
仕
事
を
し

て
い
く
上
で
必
要
と
さ
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
も
意
識
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
は
魅
力
度
ラ
ン
キ

ン
グ
で
最
下
位
で
あ
る
の
で
、

鹿
嶋
市
に
は
、
そ
の
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

若
者
の
集
ま
る
街
に
、
若
者

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
街
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
鹿
島
高
校
に
通
う
涼
翔
さ

ん
。
生
徒
会
活
動
で
は
副
会

長
と
し
て
、
ま
た
応
援
団
の

団
長
と
し
て
大
活
躍
中
と
の

こ
と
。
夢
を
実
現
さ
せ
、
い

つ
か
こ
の
鹿
嶋
の
地
で
と
も

に
働
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

（
川
井
、
笹
沼
）

　9月29日（日）か
ら10月2日（水）の
4日間、新浜緑地
多目的球技場で議
員互助会による焼
きそばの販売を行
いました。
　たくさんのお客
様に購入していた
だき、無事に完売
となりました！

「議会報告会」の日程が変更
になりました
　議会活動を知っていただくとともに、市民の意
見を市政に反映させるため、市議会の活動報告と、
市民との意見交換会を実施します。
　とびら97号において、開催日を11月10日（日）
としておりましたが、諸般の事情により、令和２
年２月９日（日）に変更となりましたのでお知らせ
いたします。

開催日▶令和２年２月９日（日）
会　場▶鹿島地区：鹿嶋市役所 ３階会議室         10:00〜
　　　　大野地区：大野ふれあいセンター ２階会議室
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14:00〜
　大勢の方のご来場をお待ちしております。

「いきいき茨城ゆめ国体」で
焼きそばを振る舞いました


